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これまでの主な取り組み
「朝の十分間読書」

・毎週月曜日に十分間の朝読書を行なう。

「読書週間」

・朝の十分間読書に特化した週間。一週間の朝学習を全て十分

間読書にあてる。

「家族十分間読書」

・一週間、家族と共に読書活動をする。児童とお家の人にも感

想を書いてもらい、図書だより等で発表する。



主な取り組み

「読書ノート・読書手帳の活用」

・読んだ本の冊数を記録するために市立図書館に協力を依頼し、

手帳を活用。読んだ冊数に応じて表彰をしている。

「広場読み」

・市立図書館と協力し、絵本や写真絵絵本を借りる。ひとつの

部屋に絵本を並べ、自由に読む活動。

読み聞かせもします。



研究テーマ

「読むこと」を意識した授業づくり

・並行読書を取り入れ、単元を通して共通学習教材と関連させて

読むことを意識する。

・単元を通してつけたい力をみとる成果物を作成する。成果物を

作成するまでに、話し合い活動を行なうことで、より対話的な

活動を目指す。

「主体的、対話的で深い学び」

上記を意識するために、図書館環境の見直しを計画した。



学校図書館 改造プロジェクト
環境面

・昨年度末から図書館のレイアウトや掲示物などの変更を

進めてきた。

・廃園となる幼稚園から大型ソファーや書棚を移管し、レ

イアウトの計画を進めた。

・色あせた掲示物なども新しいものに交換した。

・各種分類に合わせたモニュメントの展示・作成を計画。

これらの環境整備の予算は学校に充てられていないため、
教職員のアイデアやリサイクル等ですすめている。



学校図書館 改造プロジェクト

環境面

・大型ソファーの設置

子どもにも大人気の
コーナーです。いつも
席の取り合いになって
います。



学校図書館 改造プロジェクト

環境面

・本棚一式の変更→暗い配色のものから明るい配色に

以前に比べ、収納可能
冊数も増えました。



学校図書館 改造プロジェクト

環境面

・世界の名作コーナー

ムーミンとピーターラビッ
トのぬいぐるみを置きまし
た。
それに関する本も置いてい
ます。



学校図書館 改造プロジェクト

環境面

・季節や行事に特化したコーナー

夏休み前には「海」に関
するコーナーを作りまし
た。大きなサメのぬいぐ
るみも置いています。



学校図書館 改造プロジェクト

環境面

・それぞれの分類に応じたモニュメント

植物関係

恐竜関係



学校図書館 改造プロジェクト

環境面

・それぞれの分類に応じたモニュメント

音楽の分野には、本
物のヴァイオリンを
置きました。
すぐ隣にはそれに関
する本も置いていま
す。



学校図書館 改造プロジェクト

環境面

・調べ学習の掲示コーナー

一学期末は3年生の昆
虫図鑑を掲示していま
した。



学校図書館 改造プロジェクト

環境面

・環境面に配慮することで、以前に比べ明るい図書館になっ

た。

・休憩時間の図書館来館者数が増える結果となった。

昨年度：1862人 今年度：2268人 →406人増

・一学期の貸し出し冊数も増加した。

昨年度：6193冊 今年度：7271冊 →1078冊増



学校図書館 改造プロジェクト

環境面 まとめ

・児童は学校図書館の細かな変化に気付き、掲示物やモニュ

メントなどに興味を持つようになった。

・教師向けアンケートでも、学校図書館の整備に関する項目

で肯定的な意見が１００％でした。

図書館環境を見直し、改造・整理をすることで、より学
校図書館が身近な存在となり、貸し出し冊数や来館者が
増える結果となった。



学校図書館を活用するために
学校図書館のさらなる活用を目指し、井上一郎氏の「学校図書
館改造プロジェクト」を参考にしています。

○本を読む楽しさを教えよう

○本を読む自由を獲得するために環境整備を行おう

○各教科等で図書館を利用しよう

○本を活用する単元展開を授業に改善しよう

○児童が活用しやすい学校図書館に改造しよう

○学校図書館で本を読む滞在時間を長くしよう

○学校図書館で授業をしよう



めざす子ども像の共有
学校図書館での学習だけでなく、普段の学習においても意識す
べき項目をまとめた掲示物を作成中です。

話す力、聞く力、話し合
う力に特化した掲示物で
す。作成後、全クラスに
配布・掲示予定です。



学校図書館担当と学校司書

学校司書→本市では週2日の配置となっている。

授業で使用する図書の選定や、市立図書館からの図書の貸

し出しや返却をする。

学校図書館担当

学校司書が勤務していない日などは、代わりに図書の選定

をする。必要な図書を各学年から聞き、授業までに準備を

行なう。図書の授業を行なう。

学校内だけでなく、市内の司書連絡会などにも参加し、
市内の様々な分野での連携を進める。



授業実践事例

学校図書館を活用した授業の実践事例を紹介します。取石小学
校では特に…

・導入段階で子どもと共につくる学習計画

・単元を通して読み進める並行読書

・単元を通してつけたい力をみとる成果物

上記3つを意識した授業づくりを意識しています。



授業実践事例

昨年度までの課題

図書に関係する授業を計画する際、本校では学校司書に相談
したいと思っても、学校司書が勤務される曜日が固定されてお
り、勤務時間も１７時までという制約があるため、なかなか相
談の時間がとりにくい、という課題があった。

今年度より学校図書館担当が配置されたことで、教職員
と同じ勤務体制で仕事をすすめることができるように
なった。



授業実践事例 １

6年生国語科 私たちの町を紹介しよう

「おすすめの紹介 リーフレットをつくろう」

めあて：教科書教材を学習し、それをもとにリーフレット作

りをする。

グループで助言をし合い、話し合い活動を取り入れる。

成果物：自分の町を紹介するリーフレット

(A4用紙 3~4つ折り 1000～1200字程度)



授業実践事例 １

6年生国語科 私たちの町を紹介しよう

「おすすめの紹介 リーフレットをつくろう」

成果：学校図書館の情報センターとしての役割を最大限発揮す

るために、図書だけでなくICT機器も活用し調べ学習をし

た。iPadやポプラディアネットなど、児童が使える資料

の種類を多く準備した。

結果として、様々な情報をまとめることができ、内容量

の多いリーフレットを作ることができた。



授業実践事例 １

6年生国語科 私たちの町を紹介しよう

「おすすめの紹介 リーフレットをつくろう」

課題１：調べ学習において自分の町に関する資料は数に限りが

ある。学校図書館だけでなく市立図書館でも資料を探

したが、見つからない場合が多い。今回の授業では、

学校図書館の持つ「情報センター」としての役割を最

大限発揮するためにICT機器を活用した。学校図書館内

外の図書と並行してiPad40台、コンピューターを同時

に活用することで、調べ学習を進めることができた。



授業実践事例 １

6年生国語科 私たちの町を紹介しよう

「おすすめの紹介 リーフレットをつくろう」

課題２：リーフレットを作成する際、マス目入りの用紙を使う

のが良い。

→字の大きさや全体のバランスを整えることができる。

上記の課題は全学年において、意識する必要があると感じた。

→二学期からの学習ではマス目入りの用紙で統一予定。



授業実践事例 １

6年生国語科 私たちの町を紹介しよう

「おすすめの紹介 リーフレットをつくろう」

図書だけでなくICT
機器(iPad)も活用し
ました。

完成したリーフレットは・・・



授業実践事例 ２

3年生国語科 もうすぐ雨に

「物語のおもしろさを伝えよう」

めあて：物語の不思議な場面を読み取り、友だちにも紹介する。

本を紹介する成果物(本の帯)をつくる。

並行読書：紹介するための絵本 各自一冊ずつ

成果物：本を紹介する帯

(マス目付き用紙 100字程度)



授業実践事例 ２

3年生国語科 もうすぐ雨に

「物語のおもしろさを伝えよう」

成果：並行読書を取り入れることで、単元の学習(本単元では

ファンタジー教材をもとに、不思議なところを考える)

をしながら、同時進行的に自身が選んだ図書の学習す

ることができた。帯作りを始める際に、絵本の内容を

理解した状態で次の課題に進むことができた。



授業実践事例 ２

3年生国語科 もうすぐ雨に

「物語のおもしろさを伝えよう」

成果：子どもと共に学習計画を立て、単元を見通した授業計

画を立てることができた。掲示することで毎回の授業

時に子どもと共に、学習計画を振り返ることができた。



授業実践事例 ２

3年生国語科 もうすぐ雨に

「物語のおもしろさを伝えよう」

課題：3年生での帯作りは少し難しい(本来は5年生指導事項)

→字数を決めて作る。(100字程度のあらすじ)

時数制限の中で文章をまとめ、紹介するための練習時

間をさらに多くとる必要がある。

→時間がかかるため、国語科以外の時間(図書の時間等)も

活用する必要が出る。



授業実践事例 ２

3年生国語科 もうすぐ雨に

「物語のおもしろさを伝えよう」

実際に帯を作る前
に、ワークシート
を活用し、紹介し
たいことをまとめ
る。

友だちと交流をし、
記入し合う。



授業実践事例を振り返って

主体的・対話的で深い学びを目指して

リーフレットや帯作りなど、成果物を作成する際には話し
合い活動の時間を設定しています。紹介しようと思った動機
を交流することで、自分にはない考えを知ることができたり、
自身の意見を発表する機会にしている。

普段の授業から、これらの活動を通してさらなる深い学び
につなげていきたいと感じている。10月の研究発表に向け、
さらに取り組みを進めたい。



教職員の変容
各教科における図書活用について

各教科に関する図書や、並行読書に関する図書の貸し出し
が増加した。また、授業の中で図書館関連資料を活用する時
間も増えている。

学校図書館運営への協力

家庭で使わなくなった図書や、分類に応じて活用できるモ
ニュメント、植物等の譲渡が多くあった。

→図書活用に対する意識が少しずつ高くなっている。



今後の課題
図書館利用者の増加を目指して

学校図書館の平日利用は増えたが、休日や放課後の公立図

書館の利用増を目指したい。

→公立図書館や司書教諭と連携し、図書便り等による宣伝

をしたい。

つけたい力の明確化

言語活動をさらに意識し、授業づくりに関わるための計画

を整理し、授業改善に向けた取り組みをする必要がある。



今後の課題
さらなる学校図書館の活用をめざして

一学期は環境面の大幅改良などに多くの時間を費やした。
二学期からはさらに学校図書館を活用した授業の計画・実施
に力を入れたい。

調べ学習の様式やきまりなども作成し、より円滑に授業が
進むよう配慮したい。

環境整備

二学期以降、机や椅子の大型設備の整備を進める。背もた
れが破れている椅子も少々あり、交換をしていく。



さいごに
学校図書館と共に

学校図書館の整備や、図書館を活用した授業を考えることで、

学校図書館の環境が改善し、来館者・貸し出し冊数が増え、図書
に対する興味・関心が大きくなる。

調べ学習や、図書活用の授業が多くなる。図書を活用した授業の
質が向上する。

国語科を中心に、「主体的、対話的で深い学び」をさらに学校全
体で進めていく。



さいごに

2学期に向けて、各学年の授業や図書館整備をこれからも進め
ていきたいと思います。

1学期の取り組みを通して、多くの反省点もありますが、教職
員とともに、学校図書館がより活性化する取り組みをしていき
たいと思います。

ご清聴ありがとうございました。


